
花井　伸子　議員

手塚　静枝　議員

一　般　質　問

　　　　市民意識調査4市合併市民意識調査
　　　　　　　の結果は
　　　　市民意識調査　

介護予防　いきがい活動介護予防・いきがい活動
　　　　　　 支援事業は
介護予防　いきがい活動

▲もっと、もっと伸ばして

▲熱心に聞き入っています（しあわせ生きがい講座）

議
員
　
４
市
合
併
に
関
す
る
市

民
の
明
確
な
判
断
は
、
国
の
「
強

制
合
併
」
を
は
ね
返
し
、
住
民

自
治
を
守
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
市
長
は
、
市
民
意
識
調
査
の

結
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長
　
こ
の
結
果
を
見
ま
す
と
、

仮
に
合
併
し
た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
、
身
近
な
市
民
生
活
に
ふ

り
か
か
る
住
民
負
担
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
問
題
、
住
民
参
加
な

ど
の
分
野
で
不
安
感
が
強
い
と

読
み
と
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
市
民
は
４
市

合
併
に
よ
る
大
都
市
や
政
令
指

定
都
市
へ
の
道
を
目
指
す
の
で

は
な
く
、
今
の
戸
田
市
の
規
模

に
見
合
っ
た
市
民
本
位
の
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
声
が

大
勢
を
占
め
た
と
言
え
ま
す
。

議
員
　
水
道
料
金
、
国
保
税
、

生
ご
み
の
有
料
化
等
、
公
共
料

金
の
値
上
げ
に
対
す
る
考
え
は
。

総
合
政
策
部
長
　
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
何
よ
り
も
市
民
の
理
解
が

大
切
で
す
の
で
、
市
民
参
加
を

得
な
が
ら
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
き
、
見
直
し
の
検
討

を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

学
校
施
設
整
備
の
充
実
を

議
員
　
教
室
不
足
の
今
後
の
見

通
し
と
、
校
舎
施

設
整
備
等
、
全
体

計
画
は
。

教
育
部
長
　
19
年

ま
で
に
教
室
不
足

が
見
込
ま
れ
る
の
は
、

美
女
木
小
、
新
曽

北
小
、
戸
二
小
、

南
小
、
新
曽
中
で

あ
り
ま
す
。

　
新
曽
北
小
は
分

離
新
設
校
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

は
、
一
時
転
用
し
て
い
る
教
室

を
普
通
教
室
に
戻
す
な
ど
、
地

区
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
一
時

的
な
プ
レ
ハ
ブ
、
増
築
、
学
区

の
変
更
も
含
め
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
老
朽
校
舎
に
関
し
て
は
、
部

分
的
改
修
、
増
築
、
全
面
改
修

等
、
総
合
的
に
研
究
・
調
査
を

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
小
中
学
校
普
通
教
室
へ

の
冷
房
設
置
の
計
画
方
針
は
。

教
育
部
長
　
夏
季
に
お
け
る
学

習
活
動
や
地
域
へ
の
学
校
施
設

開
放
な
ど
で
、
必
要
が
広
が
る

こ
と
か
ら
、
国
の
具
体
的
な
動

向
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員
　
①
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
な
く
、
健
康
で

生
き
生
き
と
し
た
老
後
を
送
れ

る
支
援
策
を
。

②
転
倒
骨
折
予
防
教
室
や
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
痴

呆
介
護
教
室
・
地
域
住
民
グ
ル

ー
プ
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
。

福
祉
部
長
　
要
介
護
状
態
へ
の

予
防
に
努
力
す
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
心
身
機
能
の

衰
え
が
少
な
い
状
態
を
促
進
す

る
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
し
当
た
り
、
予
防
策
と
し

て
、
15
年
度
か
ら
医
療
に
頼
ら

な
い
体
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

し
、
介
護
予
防
に
役
立
ち
、
生

き
生
き
と
し
た
高
齢
者
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
に
、
体
力
、
運

動
能
力
の
改
善
等
を
想
定
し
た

事
業
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る

た
め
、
そ
の
支
援
策
と
し
て
、

①
身
体
機
能
測
定
、
②
転
倒
予

防
体
操
、
③
健
康
講
座
等
、
在

宅
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人
保

健
事
業
と
の
連
携
の
も
と
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
策

議
員
　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
自
主
的

に
読
書
に
親
し
め
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
国
の
「
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
基
本

計
画
」
が
策
定
さ
れ

た
が
、
本
市
で
の
取

り
組
み
計
画
は
。

教
育
長
　
今
年
度
に
「
本

好
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
全
校
に
配
置
し
、

図
書
室
の
整
備
と
と

も
に
、
子
ど
も
読
書

相
談
や
読
み
聞
か
せ
等
、

子
ど
も
が
本
と
親
し
み
、

進
ん
で
読
書
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
木
（
記
念
樹
）
と

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

議
員
　
①
我
が
市
を
愛
し
、
緑

あ
る
町
を
望
む
市
民
の
記
念
樹

植
裁
の
た
め
の
土
地
の
提
供
を
。

②
不
要
の
樹
木
を
役
立
て
る
、

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
①
環
境
空
間

整
備
計
画
の
中
で
、
土
地
の
形

状
や
場
所
な
ど
を
踏
ま
え
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
無
償
で
提
供
で
き
る
方
の
情

報
を
登
録
し
、
希
望
者
に
紹
介
、

斡
旋
す
る
「
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク

事
業
」
の
調
査
・
研
究
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

介護相談員を増員し、在宅・高齢者の声を
庄司　　慎　議員

岡嵜　郁子　議員

一　般　質　問

　　　　　利用率が
　　　　　低い
介護保険の利用率が
　　　　　低い理由は
　　　　　利用率が
　　　　　低い

　　　　医療充実
　　　　　
戸田市の医療充実
　　　　　どう具体化
　　　　医療充実
　　　　　

▲診療科目増設の検討も

▲皆さん、お元気ですか

議
員
　
６
月
に
公
的
医
療
検
討

委
員
会
の
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、

①
市
の
考
え
方
と
具
体
策
は
。

②
本
市
全
体
の
医
療
の
向
上
は
。

③
小
児
の
24
時
間
救
急
体
制
は
。

④
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
・
充
実
は
。

⑤
市
立
病
院
の
実
現
は
。

市
長
　
①
公
的
医
療
だ
け
で
な

く
全
体
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
い
て
調
査
し
、
答
申
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
重
要
な
行
政

施
策
で
す
。
第
三
次
総
合
振
興

計
画
の
実
施
計
画
を
策
定
中
で
、

こ
の
中
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

②
医
師
会
や
医
療
機
関
と
の
連

携
を
密
接
に
し
働
き
か
け
ま
す
。

③
充
実
は
し
て
い
ま
す
が
、
改

善
す
べ
き
点
は
検
証
し
ま
す
。

④
保
健
部
門
を
市
の
中
央
部
へ
、

診
療
部
門
は
美
笹
地
域
に
残
す

計
画
で
す
。
診
療
科
目
の
増
設

等
は
、
総
合
振
興
計
画
の
実
施

計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

総
合
政
策
部
長
　
⑤
県
医
療
計

画
の
ベ
ッ
ド
数
制
限
、
今
の
財

政
状
況
で
は
困
難
で
あ
り
、
慎

重
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

保
育
所
で
の
事
故
を

繰
り
返
す
な

議
員
　
平
成
９
年
に
市
内
の
無

認
可
保
育
施
設
で
死
亡
事
故
が

起
き
た
。
繰
り
返
さ
な
い
た
め

の
十
分
な
対
策
を
。

①
無
認
可
施
設
へ
の
指
導
は
。

②
救
急
救
命
講
習
実
施
状
況
は
。

福
祉
部
長
　
①
年
１
回
立
ち
入

り
調
査
を
行
い
指
導
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
無
認
可
保
育
施

設
を
対
象
に
、
事
故
の
事
例
集

を
作
り
、
配
布
し
ま
す
。

　
各
施
設
で
危
機
管
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
蓄
積
、
共
有
さ
れ
る
仕

組
み
が
必
要
で
す
。

②
家
庭
保
育
室
９
カ
所
18
人
、

指
定
し
て
い
な
い
無
認
可
保
育

所
３
カ
所
９
人
が
講
習
を
受
け

ま
し
た
。

地
域
の
住
環
境
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
競
艇
場
で
の
ナ
イ
タ
ー

場
外
発
売
推
進
に
、
防

犯
や
交
通
な
ど
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長
　
地
域
の
安
全
や

交
通
問
題
等
に
つ
い
て
、

周
辺
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
た
上
で
進
め
ら
れ

る
よ
う
努
め
た
い
。

議
員
　
保
険
料
を
払
う
こ
と
で

権
利
が
発
生
し
、
誰
で
も
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

導
入
さ
れ
、
３
年
目
に
入
っ
た

が
、
見
直
し
に
向
け
た
実
態
調

査
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
率

が
43
・
６
％
と
低
い
現
状
だ
っ

た
が
、
利
用
料
１
割
負
担
が
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
。

福
祉
部
長
　
利
用
者
１
人
当
た

り
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
費
用
で
見

ま
す
と
、
比
較
的
充
実
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
現
状
の
利
用
率
が
決

し
て
低
い
率
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
来
年
４
月
か
ら
、
１
号

被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
介

護
保
険
料
の
改
定
が
あ
る
が
、

全
国
平
均
で
月
額
３
’
２
４
０

円
程
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
、

平
均
２
’
９
１
１
円
よ
り
３
３

０
円
程
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
だ
が
、

保
険
料
の
値
上
げ
は
し
な
い
で

ほ
し
い
、
年
金
生
活
者
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
く
な
る
、
と
い

う
声
が
あ
る
。
本
市
の
場
合
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

福
祉
部
長
　
今
回
の
見
直
し
で

は
、
１
０
０
円
強
の
保
険
料
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
最
終
的

に
は
月
額
３
’
０
０
０
円
前
後

に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員
　
元
気
老
人
対

策
と
し
て
、
町
会
単

位
ご
と
に
「
宅
老
所

を
設
置
で
き
る
よ
う

に
、
行
政
か
ら
の
支

援
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

福
祉
部
長
　
高
齢
者

が
確
実
に
増
加
し
、
ま
た
、
宅

老
所
の
よ
う
な
、
身
近
で
気
軽

に
集
え
る
場
所
を
求
め
る
単
身

高
齢
者
や
、
孤
独
な
高
齢
者
が

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

研
究
し
た
い
。

議
員
　
介
護
相
談
員
を
拡
充
し
、

地
域
の
高
齢
者
、
要
介
護
者
、

家
族
の
方
々
の
悩
み
や
相
談
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
増
員
の
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

福
祉
部
長
　
介
護
相
談
員
を
増

員
し
、
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、

在
宅
要
介
護
者
の
疑
問
や
不
安

の
解
消
及
び
居
宅
で
の
サ
ー
ビ

ス
点
検
を
目
標
に
、
14
年
度
に

は
６
名
が
研
修
を
終
了
し
て
お

り
、
地
域
の
声
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

」


